
 

４． 児童虐待防止啓発ツールについて 

 １．実施した調査結果から、学生たちには、児童虐待の内容について、特にネグレクトについ 

ては、正しい知識を入れてもらう必要があることがわかった。 

   通告や相談先の認知度については、高校生では 2割、大学生で 4割の認知度であった。 

 ２．高校生が児童虐待の内容を理解するためには、「授業で学ぶこと」をあげていた。大学生は

授業で習っている場合もあり、学生にとってさらに身近な相談情報などを提供する必要が

考えられた。 

３．調査委託大学では、啓発ツールとして、市民が作成した劇のＤＶＤや、広報向けのＤＶＤ 

（虐待とは何か）、子育て支援について漫画を利用したパンフレットを視聴した。また絵本 

や映画のＤＶＤ、小説なども取り上げてみた。 

   いずれのツールも児童虐待について考えていく内容としては有益な啓発ツールになり得た。 

 ４．オレンジリボン運動について、啓発活動を通して児童虐待への関心を高める効果を生み出

すことになった。オレンジリボンを身につける側、製作する側、配る側、それぞれの立場

にとって何らかの気づきが見出された。リボンを配布した学生にとって、児童虐待の暗い

イメージに対し、オレンジリボンのイメージは親しみやすいこと、活動への「参加」とい

う形を通して、みなで子どもを守ることについて話題にしやすいこと、リボンを配布する

際に説明を行うため、より児童虐待について正確に学ぶ必要があることに気付かされるな

ど、オレンジリボン運動を通じて様々な面で児童虐待への認識を深めることが示された。 

  

 以上のことから、本報告では、 

１．高校・大学生のためのパンフレット作成   

２．教員のための児童虐待を学ぶうえでの Q&A形式による解説書の作成 

３．学園祭などでオレンジリボン運動を実施する方法  

について提案したい。 

     

１．高校・大学生のためのパンフレットの狙い 

 

目的１  現代社会の中でどういったことが問題なのかを意識喚起をする。 

目的２  知識としての児童虐待（子ども虐待）について紹介する。 

      そこで、児童虐待にタイプには、４つあることを示す。 

目的３  児童虐待とは、親（養育者）の間違った子どもへの関わりであり、親（養育者）自身も困ってい

るのだということを理解していく。 

目的４  そのためには、親（養育者）、子どもにとってどんな困りごとがあるのか、それに対してどういう

対処方法があるのかについて、具体的に「相談」につなぐため、相談窓口を紹介をする。 

目的５  パンフレットでは相談機関の情報を記載し、相談例を提示して、相談につないでいくための方

法について解説を入れる。 
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２．教員のための解説書 

 

 解説の内容 

１．どうして子どもなのに虐待について学ぶのですか 

２．こんなのも虐待ですか 

３．虐待されて育つとどんな影響がありますか 

４．どうして自分の子を虐待するのだろう 

５．虐待されていると気づいたらどうするのだろう 

６．虐待しない大人になるためには 

 

なぜ子ども虐待を学生が取り上げるのかについてですが、子ども虐待の問題は、

多くの学生にとって、自分のこととして捉えにくい面があります。そのため、こ

のテーマに先立ち、ＤＶＤを教材にして、感想を述べ合うということも一つのア

プローチになります。 

  

今回の調査では、虐待しない（間違った子育てをしない）親になるためにどう

いうことを知っておきたいですかという点について自由回答を寄せてもらいま

したが、多種多様な回答がありました。虐待について学びたい、子どもに接する

ことや学びたいというニーズがたくさん書かれてありました。そういったことに

答えるためにも、丁寧な形で生徒（学生）たちにフィードバックしていくことが

重要となります。 

時間がない場合には、あらかじめ教員が内容をつかんでおき、例えばパンフレ

ットを手に取りながら、言葉を説明していくことになります。 

 

また、調査を通して、あらたに相談したくなった学生（生徒）がいたら、すみやかに保健室と連携

をしたいものです。 
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